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昭和50年度三翠化学会決算

！項　　　　　目 �金額（円） 】 収虜慧会竿懇親会残金　； �う7，う21 128，020 

〕ぅ0年度会費（491名分） �〉245，う00 1 

入…雑　収　入 �37，100 

計 �368，141 

；会報（2、4号）印刷費 i ！郵送通信費 ＿－ユー－； ユニ認金（深海先生へ）1 �1149，5cc 72，460 40，000 

；県庁支部への補助金 ；会議費 �胃鴬 

∴文　具　類 �！29，140 
（ 

「こうより」への補助金　　　目0，000 

出　そ　の　他 �！7，840 

計 �i353，875 

！　　　　残　高　　　　114，266 

昭和51年度三翠化学全予算

項　　　　　　　　　　目　i金額（円）

14，266

280，000

50，000

344，266

繰　越　金

51年度会費（500×800×0．7）

雑収入（50年度までの会費未納分等）

計

収

入

会報印刷費（5、6号）

郵送通信費

会　議　費

事　務　費

「こうよりへの」補助金

支部補助金

予　備　費

計

因
原000i

15，0001

30，000

20，000

24，266

344，266

支

出

∵－一－－－－∴一㌦議事－∴－

醒
和
五
十
一

年
度

定
期
総
会
開
か
れ
る

伊
勢
市
神
宮
会
館
で
盛
大
に

三
澤
三

昭
和
五
十
一
年
度
定
期
総
会

（
通
算
第
四
回
）
は
生
憎
の
雨

の
中
、
五
月
二
十
五
日
（
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
伊
勢
市
の
神

宮
会
館
に
て
開
か
れ
、
恩
師
長

瀬
先
生
を
は
じ
め
五
十
名
余
が

参
集
し
て
盛
況
の
う
ち
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
岡
田
久
司
氏
の
司

会
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
鴨
林
会

長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
議
長
に

原
田
俊
夫
氏
、
議
事
録
著
名
人

に
藤
本
公
三
氏
を
選
出
し
議
事

に
入
っ
た
。

昭
和
五
十
年
度
事
業
経
過
報

告
、
同
会
計
報
告
、
引
き
続
き

昭
和
五
十
一
年
度
事
業
計
画
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
最
後

に
若
林
副
会
長
に
よ
り
、
経
過

と
展
望
に
つ
い
て
、
特
に
予
算

面
を
中
心
と
し
て
、
意
見
の
開

陳
が
あ
り
閉
会
と
な
っ
た
。
総

会
終
了
後
同
会
場
で
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
。

司
会
に
は
今
井
正
之
氏
が
選

ば
れ
、
長
瀬
先
生
の
挨
拶
に
続

き
岡
田
芳
次
郎
氏
の
音
頭
に
よ

り
乾
盃
後
妻
に
入
っ
た
。

一
人
づ
つ
簡
単
な
自
己
紹
介

を
し
、
思
い
思
い
に
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
旧
交
を
温
め
合
っ

た
。
そ
の
間
に
嶋
田
協
カ
メ
ラ

マ
ン
に
よ
っ
て
卒
業
年
次
別
に

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
最
後

に
応
援
歌
、
緑
し
た
た
る
東
海

の
…
‥
を
歌
い
つ
い
で
辻
村
恒

氏
に
よ
る
音
頭
で
万
歳
三
唱
し

懇
親
会
を
終
っ
た
。
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
の
後
、
小
雨
の
中
を
有

志
一
同
内
宮
へ
向
っ
た
。
お
神

楽
奉
納
と
垣
内
正
式
参
拝
で
本

会
の
発
展
を
祈
願
し
、
御
遷
宮

の
映
画
を
見
せ
て
い
た
だ
き
解

散
し
た
。
尚
、
今
回
の
総
会
、

懇
親
会
の
成
功
に
は
赤
福
・
牛

虎
両
社
の
絶
大
な
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

第
四
回
目
の
総
会
に
際
し
ま

し
て
三
高
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま

す。
本
日
は
、
貴
重
な
日
曜
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
総
会
の
た

め
ご
出
三
十
二
だ
き
ま
し
た
恩

師
・
長
嶺
実
生
を
に
じ
め
、
ご

出
帝
の
会
員
書
氏
二
心
よ
り
お

礼
申
し
あ
亨
－
一
三
㌔
　
皆
様
も
充

分
ご
存
知
の
よ
う
こ
、
母
校
の

隆
昌
と
会
員
再
三
の
発
雲
お
よ

び
親
睦
向
上
を
き
じ
ま
し
て
、

わ
が
三
窒
化
享
会
工
芸
唱
和
四
十

八
年
の
秋
三
重
三
二
．
竺
∴
去
来

早
く
も
第
四
回
百
の
経
会
を
辻

へ
る
こ
と
が
で
き
・
一
よ
し
三
）
　
こ

の
間
、
一
事
の
基
謹
告
亘
を
÷

る
こ
、
と
、
‥
か
一
三
」
、
同
窓
会
吉
夢

も
漸
く
轟
道
こ
の
っ
て
参
り
ま

し
た
の
は
、
一
重
に
会
員
諸
氏

の
自
覚
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深

く
感
諸
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
一
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
先
程
も
申
し
あ
げ
ま

し
た
よ
う
に
、
本
会
も
発
足
し

て
以
来
、
四
年
目
を
運
へ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
月
、
ま
で

を
本
化
学
会
の
基
礎
作
り
の
期

間
と
致
し
ま
す
と
、
い
ま
や
本

会
は
発
展
期
、
成
長
期
を
迎
へ

た
と
申
し
あ
げ
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
本
会
が
い
か
に

発
展
す
べ
き
か
を
具
体
的
に
考

へ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な

問
題
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
役

員
、
評
議
員
会
を
開
き
、
慎
重

に
討
議
、
検
討
を
加
へ
て
参
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
本
日

こ
ゝ
に
ご
出
蒋
い
た
だ
き
ま
し

た
諸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
会
員

各
仕
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自

分
自
身
の
問
い
か
言
と
し
て
、

一
つ
よ
ろ
し
く
お
考
へ
お
き
日

工
言
三
三
い
の
一
、
、
あ
、
う
ま
ず
。

吾
々
の
先
輩
格
に
あ
た
り
ま

す
三
翠
農
学
会
・
志
登
茂
会
や

三
重
林
学
会
に
比
較
致
し
ま
す

と
、
ま
さ
に
経
験
不
足
の
青
二

才
で
あ
り
ま
し
て
、
当
面
、
ト

ラ
ィ
ア
ル
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
連

続
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
幸
い
な
事
に
、
，
わ
が

三
翠
化
学
会
に
は
『
若
さ
』
と

い
う
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
困
音

に
、
会
員
の
平
均
年
齢
を
は
じ

き
出
し
て
み
ま
し
た
結
果
、
約

努
歳
で
あ
り
ま
し
た
。
理
智
に

あ
ふ
れ
、
行
動
力
に
富
ん
だ
、

青
年
三
翠
化
学
会
発
展
の
原
動

力
は
、
実
に
こ
の
若
さ
に
あ
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
大
い
に
ご
活
躍
い
た

だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

会
員
諸
氏
の
発
展
が
本
会
の

発
異
に
つ
な
が
り
、
本
会
の
発

展
が
ま
＿
公
言
貝
諸
氏
の
発
展
に

つ
な
が
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
本
年
度

の
事
業
の
中
心
と
致
し
ま
し
て

〇
三
翠
化
学
会
の
組
織
強
化
、

⇔
支
部
の
設
立
と
育
成
、
e
会

員
相
互
の
情
報
交
換
の
三
つ
を

あ
げ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
、
こ
う
い
っ
た
意
味

で
非
常
に
重
要
な
総
会
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
様
に
ご
審

議
い
た
だ
く
案
件
は
、
ど
れ
も

こ
れ
も
重
要
な
も
の
ば
か
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
は
、
こ
の

決
定
事
項
に
も
と
づ
き
こ
の
一

年
間
運
営
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
、
慎
重
に
ご
審
議

い
た
だ
き
、
清
澄
に
ご
討
論
い

た
だ
き
、
建
設
的
な
ご
意
見
を

切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
会
の
活
動
と
密

接
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
予
算

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
充
分
ご

検
討
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
会
計
は
諸
物
価
高
騰
の

折
柄
非
常
に
苦
し
く
な
っ
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
許
さ
れ

た
条
件
の
も
と
で
、
出
来
る
限

り
の
事
は
や
り
通
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し

で
は
、
特
に
慎
重
に
ご
審
議
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ー
お
願
い
事
し

あ
げ
ま
す
。

終
り
に
臨
み
、
当
地
で
の
本

会
の
開
催
に
つ
き
、
種
々
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
か
つ
便
宜
を
は

か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
鞄
元

の
赤
福
株
式
会
社
な
ら
び
に
牛

虎
株
式
会
社
お
よ
び
当
神
宮
会

館
の
皆
様
と
、
開
催
準
備
そ
の

他
種
々
ご
努
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
幹
事
の
方
々
に
対
し
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す。

三

翠

化

学

会

昭

和

五

十

年

度

事

業

報

告

1
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
三

日
…
…
幹
事
会

2
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
六

日
…
…
役
員
会
・
評
議
員
会

（総会）

3
、
昭
和
五
十
年
五
月
六
日
…

…
総
会
案
内
発
送

4
、
昭
和
五
十
年
五
月
十
四
日

…
⊥
二
重
県
庁
支
部
設
立

う
、
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
日

…
…
役
員
会
・
幹
事
会

6
、
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
五

日
…
…
総
会

7
、
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
八

日
…
…
役
員
会

8
、
昭
和
五
十
年
十
月
四
日
…

…
役
員
会
（
会
報
第
三
号
）

9
、
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
五

日
…
…
会
報
第
三
号
発
行

的
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十

二
日
…
‥
役
員
会
・
評
議
員

会
（
会
報
第
四
号
）

1
1
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
二
十

四
日
…
‥
会
報
第
四
号
発
行

1
2
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十

八
日
…
…
役
員
会

三

翠

化

学

会

昭
和
五
十
一

1
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十

四
日
…
…
役
員
会

2
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
一
日

…
…
総
会
案
内
発
送

3
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
二

日
…
…
役
員
会
・
評
議
員
会

（総会）

4
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十

三
日
…
…
総
会

う
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
上
旬

…
…
役
員
会
（
会
報
第
五
号

会
の
強
化
・
支
部
設
立
等
）

6
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
中
旬

…
‥
会
報
第
五
号
発
行

年
度
事
業
計
画

7
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
下
旬

…
…
役
員
会
・
評
議
員
会

8
、
昭
和
五
十
一
年
十
・
十
一

月
…
…
役
員
会
（
会
報
第
六

号
・
会
の
強
化
等
）

9
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
…

…
役
員
会

1
0
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
…
‥

会
報
第
六
号
発
行

1
1
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
…
‥

役
員
会
（
次
年
度
総
会
の
打

合
わ
せ
等
）

1
2
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
…
‥

幹
事
会

国
圏
圃
園
囲
園
囲
園

体
表
面
積
か
体
重
か

津
市
広
明
町
八
五

は
や
い
も
の
で
、
私
が
定
年

退
職
し
て
か
ら
、
も
う
三
年
に

も
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
す
ぐ

常
勤
に
な
り
ま
し
た
松
阪
女
子

短
期
大
学
で
は
家
政
科
食
物
栄

養
専
攻
の
栄
養
学
の
一
部
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
講
義
内
容
は

栄
養
士
義
政
を
目
標
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
栄
養
化
学
の
講
義
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
栄
養
所
要
量

の
成
立
と
そ
の
応
用
が
一
つ
の

柱
と
な
り
ま
す
。
こ
の
栄
養
所

要
量
は
五
年
ご
と
に
改
訂
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
度

満
　
　
　
塁
　
次

に
は
数
項
目
の
改
訂
が
あ
り
ま

し
た
が
、
最
も
大
き
な
改
訂
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
所
要
量
の
算
定
方

法
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
基
礎
代
講
基
準

値
を
体
重
当
り
で
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
体
表
面
積

当
り
で
示
し
て
い
た
も
の
で

す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
体
重

当
り
の
方
が
基
礎
代
謝
量
や
所

要
量
を
算
定
す
る
に
簡
単
で
便

利
で
あ
る
し
、
ま
た
、
体
重
当

り
の
値
よ
り
算
定
し
た
場
合
は

個
人
の
体
格
体
型
に
よ
る
変
動

が
、
体
表
面
積
当
り
の
値
よ
り

算
定
し
た
と
き
よ
り
も
大
き
い

声
か
、
福
正
を
十
十
許
は
よ
い
こ
と

を
挙
げ
て
い
ま
す
（
一
こ
，
れ
二
に

基
礎
代
謝
量
と
体
重
と
の
実
測

値
よ
り
そ
の
相
関
を
求
め
た
も

の
で
、
講
義
す
る
側
か
ら
は
、

ま
こ
と
に
、
も
の
足
ら
な
い
感

が
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
体

表
面
積
を
基
礎
代
謝
量
の
算
定

の
基
礎
と
し
て
き
た
理
論
体
系

を
放
棄
す
る
ほ
ど
の
理
由
に
も

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
は

い
う
も
の
の
基
礎
代
謝
量
と
体

重
と
の
相
関
の
追
求
は
、
体
組

織
の
熱
生
産
を
基
本
的
考
え
と

し
て
、
長
い
歴
史
を
替
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
F
A
O
で

は
一
九
四
九
年
に
体
重
を
基
礎

に
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
所
要
量
を

算
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
今
回
の
改
訂
に
大
き
く
影
響

し
た
も
の
と
想
像
で
き
ま
す
。

さ
て
、
体
表
面
積
当
り
で
基
礎

代
講
基
準
値
を
示
す
方
式
は
、

「
九
っ
「
字
ニ
ー
ぎ
ー
…
C
÷
伊
基

礎
代
講
に
葦
重
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
体
表
面
積
一
千
万
米
当

り
一
日
一
〇
〇
〇
ヵ
ロ
リ
ー
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
た

こ
と
に
基
礎
を
置
い
て
い
ま

す。

こ
の
方
式
の
理
論
は
体
熱
放

散
を
基
本
に
置
い
て
い
る
の
で

体
表
面
積
を
求
め
る
こ
と
が
問

題
に
な
り
ま
す
。
講
義
が
こ
の

と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
き
ま
す
と

実
に
先
人
の
体
表
面
積
の
実
測

の
工
夫
に
は
、
深
い
興
味
を
覚

え
る
の
が
い
つ
も
の
こ
と
で

す
。
多
少
の
批
判
は
あ
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
体
表
面
積
当
り
で

基
礎
代
謝
基
準
値
を
示
す
こ
と

が
昭
和
四
十
四
年
ま
で
続
い
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
五
十

年
に
体
重
当
り
に
変
更
さ
れ
た

わ
け
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
昭

和
五
十
年
の
基
準
値
は
昭
和
四

十
四
年
の
墓
襲
値
を
体
重
当
り

こ
襲
算
し
た
も
の
で
、
始
末
の

悪
い
も
の
で
す
。
も
と
も
と
栄

養
所
要
量
の
五
年
ご
と
の
改
訂

が
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
く
る

分
野
の
一
つ
に
栄
養
士
養
成
の

た
め
の
教
育
施
設
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
点
か
ら

も
、
今
回
の
基
礎
代
謝
基
準
値

の
表
示
法
の
変
更
は
、
も
う
す

こ
し
検
討
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

常
勤
の
松
阪
女
子
短
大
の
外

に
、
非
常
勤
で
三
重
大
学
教
育

学
部
一
般
教
育
の
化
学
を
一
部

担
当
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
初

等
化
学
結
合
諭
に
し
ぼ
っ
て
い

ま
す
、
か
、
な
か
な
か
軌
道
に
乗

る
の
が
む
ず
か
し
く
、
講
義
の

準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
重
短
期
大
学
家
政
科
食

物
や
栄
養
専
攻
で
食
品
材
料
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら

の
方
は
、
こ
れ
ま
で
も
経
験
も

あ
る
こ
と
で
、
あ
ま
り
負
担
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
風
に

講
義
に
多
く
時
間
を
当
て
る
の

で
、
つ
い
、
デ
ン
プ
ン
研
究
の

方
は
手
薄
に
な
っ
て
き
て
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
住
い
は

車
公
害
を
ま
と
も
に
被
る
よ
う

な
環
境
に
な
っ
て
き
ま
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
今
年
に
な
っ
て

青
山
高
原
保
健
休
養
地
に
小
さ

い
山
荘
を
建
て
ま
し
た
。
週
末

に
は
休
養
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
雑
木
林
が
付
属
し
て
い
ま

す
の
で
、
椎
茸
の
栽
培
で
も
と

今
か
ら
計
画
を
練
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
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近
年
、
消
費
者
運
動
の
高
ま

り
と
共
に
い
わ
ゆ
る
食
品
公
害

と
い
う
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
自
体
は

私
も
大
変
結
構
な
事
だ
と
思
う

し
、
多
く
の
人
達
が
毎
目
口
に

し
て
い
る
食
品
に
対
し
関
心
を

深
め
る
事
な
の
だ
か
ら
そ
の
必

要
性
は
大
き
い
と
思
う
。
と
こ

ろ
が
食
品
添
加
物
に
対
す
る
問

題
の
と
ら
え
方
を
と
っ
て
見
て

も
、
立
場
の
異
な
る
人
が
ま
っ

た
く
一
方
的
な
意
見
を
感
情
的

に
論
じ
て
い
る
場
合
が
多
す
ぎ

る
。
そ
う
な
る
と
科
学
的
な
根

拠
は
そ
っ
の
ち
げ
に
し
て
一
嬢

受
け
す
る
言
質
、
マ
ス
コ
ミ
受

け
す
る
内
容
を
発
表
し
て
う
ま

く
時
流
に
乗
っ
て
名
前
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
考
え
て
立
ち
ま
わ

る
人
が
現
わ
れ
る
。

私
も
消
費
者
の
「
八
と
し
て

毎
日
食
品
を
買
っ
て
食
べ
て
い

る
者
で
あ
る
か
ら
毒
性
の
あ
る

物
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
大
変
な

こ
と
だ
し
、
ま
た
そ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

思
う
。数

年
前
チ
ク
ロ
シ
ョ
ッ
ク
と

い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
で
禁
止
に
な
っ
た
か
ら
と
て
、

日
本
で
も
厚
生
大
臣
の
一
人
よ

が
り
の
よ
う
に
即
禁
止
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
影

響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
そ

の
後
の
詳
細
な
実
験
で
有
害
性

は
実
証
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
一
度
禁
止
し
て
し
ま

う
と
世
論
の
顔
色
を
う
か
が
っ

て
許
可
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

科
学
的
な
実
証
に
基
づ
く
処

置
と
い
う
よ
り
も
多
分
に
政
治

的
色
彩
が
強
い
。

最
近
赤
色
2
号
が
ア
メ
リ
カ

で
禁
止
さ
れ
た
。
さ
あ
そ
う
な

る
と
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
よ
う

に
禁
止
論
者
は
わ
が
物
顔
で
あ

る
。
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
‥
ど
よ

早
々
に
赤
色
2
号
排
斥
を
，
：
i
－

カ
ー
に
要
求
し
た
。
所
が
今
度

は
厚
生
省
は
全
然
何
の
処
置
も

し
て
い
な
い
。

赤
色
2
号
は
、
日
本
の
食
品

か
ら
姿
を
消
し
た
か
と
い
う
と

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
ア
メ

リ
カ
は
赤
色
2
号
は
禁
止
し
た

が
、
赤
色
4
0
号
と
い
う
の
を
許

可
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本

で
は
こ
の
4
0
号
は
許
可
さ
れ
て

い
な
い
。

い
。
こ
れ
は
禁
止
論
者
の
一
方

的
見
解
で
あ
る
。

日
本
は
何
も
ア
メ
リ
カ
の
や

る
こ
と
の
猿
ま
ね
ば
か
り
す
る

必
要
は
な
い
。
日
本
独
自
に
確

信
を
も
っ
た
決
断
を
下
せ
る
だ

け
の
実
験
デ
ー
タ
ー
を
つ
み
か

さ
ね
る
必
要
が
あ
る
。

政
府
も
、
科
学
者
も
、
消
費

者
も
信
念
が
弱
い
の
で
は
な
い

か
。
W
H
O
が
中
心
と
な
っ
て

食
品
公
害

こ
う
な
る
と
そ
の
物
質
が
科

学
的
に
有
害
か
杏
か
の
問
題
よ

り
も
そ
の
お
国
の
事
情
と
い
お

う
か
、
政
治
的
な
処
置
に
他
な

ら
な
い
惑
じ
が
す
る
。

ア
」
十
三
か
禁
止
す
る
と
日

本
で
、
㌔
）
票
上
せ
よ
と
の
声
が
す

，
∵
一
ぞ
一
子
？
｝
－
／
一
こ
ろ
が
ア
メ
リ

÷
ボ
羊
可
し
て
言
”
る
か
ら
日
本

で
÷
二
三
可
そ
よ
と
は
い
わ
な

国
際
協
力
体
制
の
確
立
も
必
要

な
こ
と
と
思
う
。

着
色
し
な
い
食
品
を
売
り
出

し
て
も
売
れ
な
い
と
い
う
現
実

が
あ
れ
ば
、
そ
の
食
品
メ
ー
カ

ー
は
や
は
り
着
色
せ
ざ
る
を
え

ない。
一
部
の
無
着
色
論
者
は
着
色

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪
い
食
品

を
い
い
よ
う
に
見
せ
か
け
、
安

い
物
で
も
高
く
売
り
、
消
費
者

を
長
い
間
だ
ま
し
て
来
た
の
は

メ
ー
カ
ー
の
責
任
だ
と
い
う
。

し
か
し
冷
静
に
い
っ
て
本
物
が

高
値
で
誰
に
で
も
手
に
入
ら
な

か
っ
た
時
で
も
、
イ
ミ
テ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
よ
く
似
た
も
の
が

安
価
に
買
え
る
よ
う
に
し
た
の

は
食
品
添
加
物
の
お
か
げ
だ
っ

た
と
い
え
る
。

合
成
化
学
物
質
ば
か
り
で
な

く
、
天
然
物
質
に
し
て
も
、
ま

だ
ま
だ
毒
性
の
不
明
な
も
の
は

多
い
。
時
間
も
要
す
る
し
、
金

も
か
か
る
が
根
気
よ
く
事
実
を

発
明
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

あ
る
。
天
然
物
は
安
心
だ
と
い

う
考
え
方
は
少
々
早
計
で
あ

る
。
天
然
物
は
人
類
の
長
い
歴

史
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
経
験
の

上
に
立
っ
て
食
用
に
供
せ
ら
れ

て
い
る
物
も
多
い
。
し
か
し
合

成
化
学
物
質
の
代
り
に
無
理
矢

理
仕
立
て
ら
れ
た
よ
う
な
天
然

物
、
天
然
抽
出
物
も
出
現
し
て

い
る
。
分
折
技
術
が
進
歩
し
毒

性
物
質
を
含
む
物
も
発
見
さ
れ

て
来
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
の
食
品
問
題
の
取

り
上
げ
方
に
は
大
き
な
問
題
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
テ
レ

ビ
番
組
で
も
同
じ
意
見
の
人
ば

か
り
ゲ
ス
ト
に
し
、
司
会
者
が

簡
単
に
ゲ
ス
ト
に
迎
合
し
、
視

聴
者
に
こ
れ
が
正
し
い
の
た
と

い
っ
て
押
し
っ
け
て
い
る
の
は

ど
う
も
番
組
の
構
成
に
冷
静
さ

を
欠
い
て
い
る
。
新
聞
報
道
で

も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出

し
を
書
い
て
誤
解
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

私
達
は
三
翠
化
学
会
の
同
意

と
し
て
、
化
学
を
鯵
め
た
技
術

屋
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
の
中
の

感
情
的
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
動
き

に
迎
合
す
る
こ
と
の
な
い
も
っ

と
科
学
的
な
立
場
に
立
っ
て
も

の
を
言
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

（
大
学
1
0
回
　
　
長
谷
川
宏
）

醒
藷
醒
醒
醒
醒

農
薬
撮
籠
セ
ン
タ
ー

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
近

代
的
な
農
業
の
発
展
に
期
待
を

か
け
て
、
試
験
研
究
は
も
と
よ

り
、
得
ら
れ
た
成
果
を
農
家
に

浸
透
さ
せ
る
普
及
の
役
割
、
さ

ら
に
農
業
後
継
者
の
養
成
教

育
、
こ
の
三
つ
を
柱
と
し
た
農

業
技
術
の
殿
堂
と
し
て
昭
和
四

十
五
年
近
鉄
中
川
駅
の
東
、
小

高
い
西
山
の
も
と
に
設
立
さ
れ

た
。
機
構
的
に
は
総
務
部
、
普
及

部
作
物
部
、
園
芸
部
、
環
境
部
、

営
農
部
、
蚕
業
部
、
畜
産
部
、

亀
山
市
に
茶
業
セ
ン
タ
ー
、
上

野
市
に
伊
賀
農
業
セ
ン
タ
ー
、

御
浜
町
に
紀
南
か
ん
き
つ
セ
ン

タ
ー
、
さ
ら
に
県
下
十
カ
所
に

農
業
改
良
普
及
所
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
大
き
な
柱
の
一
つ
、

普
及
事
業
に
従
事
す
る
二
百
数

十
名
の
改
良
普
及
員
の
指
導
に

当
っ
て
い
る
の
が
西
村
謙
二

（
専
一
）
で
あ
る
。
普
及
教
育

の
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
全
国
に
名

を
ひ
び
か
せ
て
い
る
。
最
近
は

全
国
的
に
見
て
下
位
に
あ
る
三

重
県
の
農
業
を
如
何
に
良
く
す

る
か
、
日
夜
心
を
砕
い
て
い

る
。
低
迷
す
る
本
県
の
震
業
の

中
に
あ
っ
て
ト
ッ
プ
レ
、
、
ヘ
ル
に

あ
る
の
が
お
茶
で
あ
る
。
茶
業

セ
ン
タ
ー
に
は
庄
山
孝
義
（
専

一
）
が
卒
業
以
来
茶
一
筋
、
茶

の
製
造
に
か
け
て
は
右
に
出
る

者
が
い
な
い
ベ
テ
ラ
ン
、
近
年

は
専
門
技
術
員
と
し
て
研
究
だ

け
で
な
く
、
現
場
で
の
指
導
に

多
忙
を
極
め
て
い
る
。
若
林
敏

昭
（
専
二
）
は
南
勢
茶
試
験
地

に
勤
務
し
、
南
勢
地
方
に
お
け

る
良
質
茶
の
生
産
に
励
ん
で
い

る
。
一
日
に
数
回
し
か
な
い
紀

勢
線
の
鈍
行
で
津
か
ら
栃
原
ま

で
の
通
勤
は
本
当
に
御
苦
労
な

こ
と
で
あ
る
。

お
茶
に
関
し
て
は
も
う
一
人

小
林
隆
（
専
三
）
が
い
る
。
彼

は
営
農
部
に
所
属
し
、
農
業
経

書
の
三
幸
∵
豪
雪
員
と
し
三
雲
家

の
董
言
指
導
に
撃
を
奮
っ
て
い

る
、
か
、
茸
こ
茶
業
貴
家
の
経
営

に
つ
い
て
に
本
県
唯
一
の
存
在

で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
教
壇
（
幸

二
）
註
研
究
経
歴
だ
け
で
な
く

行
政
経
験
も
豊
富
で
現
在
は
畜

産
部
に
所
属
し
、
試
験
研
究
と

普
及
の
企
画
調
整
と
い
っ
た
畜

産
技
術
の
頭
脳
的
役
割
を
果
し

て
い
る
。

後
は
ず
っ
と
若
く
な
、
り
本
庄

達
之
助
（
大
十
六
）
が
園
芸
部

震
産
加
工
研
究
室
で
、
漬
物
原

料
の
加
工
適
性
、
青
果
物
の
出

荷
謁
整
の
た
め
の
保
存
貯
蔵
な

ど
を
研
究
し
て
い
る
。
広
瀬
和

久
（
大
二
十
）
は
環
境
部
環
境

調
査
研
究
室
に
て
、
近
年
と
み

に
や
か
ま
し
く
な
っ
た
公
害
問

題
に
関
連
し
た
農
作
物
、
土
嚢

な
ど
の
重
金
属
汚
染
や
農
薬
残

留
の
分
析
に
励
ん
で
い
る
。
最

後
に
筆
者
、
環
境
部
虫
害
研
究

室
に
て
自
然
保
護
、
農
薬
公
害

を
気
に
し
な
が
ら
、
一
方
で
農

薬
を
使
っ
て
の
害
虫
防
除
の
研

究
と
い
う
矛
盾
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
る
。
以
上
八
名
ま
こ
と

に
多
士
済
々
、
市
街
地
で
は
得

ら
れ
な
い
清
々
し
い
空
気
の
中

で
研
究
に
普
及
に
励
ん
で
い

粥
見
慎
一
（
専
一
）

フ
ー
ズ
ー
ー
会
一
だ
こ
圭
一
耳

2
5
年
ぶ
り
の
御
対
面
も

昭
和
第
年
3
月
、
黄
塵
製
造

科
第
二
回
生
と
し
て
手
業
し
た

男
は
四
十
五
名
。

そ
し
て
四
分
の
一
世
紀
後
の

昭
和
的
年
日
月
2
2
日
湯
の
山
温

泉
の
「
湯
の
山
ホ
テ
ル
」
に
集

っ
た
中
年
男
は
二
十
八
名
。

二
十
五
年
の
歳
月
は
、
男
を

変
え
た
。

物
故
者
一
、
行
方
不
明
一
、

音
信
不
通
三
は
別
と
し
て
も
、

お
つ
む
の
光
り
具
合
バ
ッ
グ
ン

男
は
二
、
三
名
、
会
社
の
重
役

に
な
っ
て
い
る
男
六
名
、
そ
し

て
女
子
短
大
の
先
生
に
な
っ
て

い
る
男
、
農
学
博
士
の
学
位
を

得
て
国
際
的
に
も
活
躍
し
、
N

H
K
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
に
な

っ
た
男
等
々
…
…
。

図
回
田
園

社
会
に
出
て
二
十
五
年
、
す

で
に
人
生
の
大
半
を
過
ご
し

た。
社
会
的
に
も
、
家
庭
的
に
も

経
済
的
に
も
、
あ
る
程
度
安
定

の
域
に
達
し
た
男
盛
り
の
つ
ど

い
で
あ
る
。

二
十
五
年
を
記
念
し
、
泊
り

込
み
の
ク
ラ
ス
会
を
行
な
っ

た。
卒
業
後
は
じ
め
て
ク
ラ
ス
会

に
顔
を
出
し
た
五
名
を
含
め
、

逐
次
、
話
し
出
す
四
半
世
紀
の

人
生
経
過
と
現
状
報
告
は
、
だ

ん
だ
ん
熟
が
入
り
、
酒
を
の
む

の
も
忘
れ
て
、
延
々
一
時
間
半

に
も
還
し
た
。

杯
を
交
わ
す
や
、
夜
の
更
け

る
も
知
ら
ず
、
幹
事
は
予
等
主

義
を
放
棄
し
て
、
成
り
ゆ
き
主

義
に
転
向
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

った。

閏
8
回
閣

こ
の
中
年
男
た
ち
が
、
全
国

各
地
か
ら
馳
せ
参
じ
て
く
る
魅

力
の
源
泉
は
何
か
。

決
し
て
裏
切
る
こ
と
の
な
い

会
費
納
入
の
お
願
い

昭
和
五
十
一
年
度
ま
で
の

会
費
を
納
入
し
て
お
ら
れ
な

い
方
は
、
是
非
と
も
至
急
に

お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
年
会
費
五
〇
〇
円
）

諸
物
価
高
騰
の
折
柄
、
本

三
翠
化
学
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
会
費
を
一
〇
〇
％
納
入

し
て
い
た
だ
い
て
こ
そ
、
か

ろ
う
じ
て
最
低
の
会
活
動
が

保
耗
で
き
る
状
態
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
出
費
多
端
の

節
、
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、

何
卒
事
情
を
ご
賢
察
の
上
、

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
ま
で
の

所
定
の
金
額
以
上
を
お
送
り

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
お
申

し
出
の
な
い
限
り
、
昭
和
五

十
二
年
度
以
降
の
会
費
に
あ

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
各
自
の

会
費
納
入
状
況
を
記
入
し
た

カ
ー
ド
を
同
封
致
し
ま
し
た

の
で
、
お
確
め
の
上
、
納
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
会
費
納
入
の
際
、
振
替

用
紙
等
の
通
信
欄
に
「
卒
業

回
数
」
と
「
何
年
度
会
費
」

と
ご
明
記
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
す
。

振
替
番
号

名
古
屋
　
五
九
三
四
五

、
●

●、／●
●

ィ、
●

◆

や
く
な
げ
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
を

く
ぐ
っ
て
み
た
い
と
秘
か
に
願

っ
て
い
る
私
で
あ
る
。

結
城
真
由
美
（
大
学
2
1
回
）

近
　
の

／

l
l
I
・
．
i
ヽ
l
l
一
l
・
l
ニ
ヽ
l
f
J
ニ
ー
1
，
‥
∫
器
l
t
－
●
書
”
ヽ
j
e
t
・
＝
●
l
j
農
t
j
も
・
÷
＼
i
．
●
・
・
i
t
l
・
●
：
l
i
．
…
f
l
：
◆
－
百
㌧
‥
●
t
、
－
′
十
二
・
ノ
ヽ

決
し
て
欺
く
こ
と
な
な
い
、
学

友
だ
け
の
も
つ
人
生
最
高
の
人

間
関
係
が
、
か
く
も
強
い
絆
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ク
ラ
ス
会
、
同
窓
会
に
参
加

す
る
こ
と
に
意
義
づ
げ
を
す
る

必
要
は
な
い
。
た
だ
参
加
し
た

い
と
い
う
衝
動
だ
け
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
！
こ
れ
が
本
音

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
中
川
潔
彦
　
専
門
2
回
）

代
と
も
な
れ
ば
…
…

七
月
三
十
日
、
十
四
回
卒
業

生
の
ク
ラ
ス
会
を
名
古
屋
で
開

催
、
十
一
人
の
出
富
が
あ
っ

た。
十
四
回
生
は
、
東
海
坦
方
に

就
職
し
て
い
る
人
数
が
多
く
、

年
に
二
回
、
夏
と
冬
に
集
り
大

い
に
学
生
時
代
の
気
分
を
発
揮

し
て
い
る
連
中
で
あ
る
。

社
会
人
と
も
な
れ
ば
、
各
々

職
場
と
か
家
族
な
ど
を
通
じ
知

人
、
友
人
を
数
多
く
持
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
義
理

と
か
通
常
の
社
会
慣
習
の
枠
の

中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
ク
ラ
ス
会
は
そ
ん
な
こ
と

が
無
く
、
腹
の
底
か
ら
大
き
な

声
で
笑
う
こ
と
が
出
来
、
今
回

も
何
か
に
つ
け
て
涙
が
出
る
ほ

ど
笑
い
大
い
に
語
り
合
っ
た
数

時
間
で
あ
っ
た
（
し

三
十
歳
代
と
も
な
れ
ば
、
皆

子
供
二
～
三
人
の
オ
ヤ
ジ
殿
で

あ
り
、
話
題
と
し
て
も
山
の
神

の
操
撫
法
と
か
、
昌
に
入
れ
て

も
痛
く
な
い
子
供
達
の
話
な
ど

な
ど
家
庭
的
な
も
の
が
多
い
。

そ
の
最
た
る
も
の
を
紹
介
す
れ

岡
崎
君
は
、
二
年
間
に
四
人

も
の
子
供
の
パ
パ
と
な
り
新
聞

に
も
の
っ
た
程
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
年
子
で
二
年
目
に

「
三
つ
子
」
が
誕
生
し
た
次
第

で
あ
る
。

出
勤
前
は
、
一
人
の
子
供
（
赤

チ
ャ
ン
）
が
、
ミ
ル
ク
を
喰
ん

で
い
た
が
、
帰
っ
て
み
る
と
四

人
の
赤
チ
ャ
ン
が
そ
ろ
っ
て
ミ

ル
ク
瓶
を
く
わ
え
て
い
た
な
ん

て
、
生
活
南
か
ら
考
え
る
と
笑

う
に
笑
え
な
い
な
ん
て
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
卒
業
1
0
周
年
を
記

念
し
て
全
員
出
席
出
来
る
よ
う

に
盛
大
に
や
ろ
う
と
思
っ
て
い

ます。

（
舘
行
生
　
1
4
回
卒
）

学
生
時
代
の
思
い
出

時
間
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
が

私
の
記
憶
の
細
か
な
部
分
を
す

っ
か
り
泥
過
し
去
っ
て
し
ま
っ

た
ら
し
い
。
卒
業
後
三
年
余
り
、

ま
だ
そ
れ
程
過
去
の
こ
と
で
も

な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
学
生
時

代
の
記
憶
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
と

あ
あ
、
あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
い

う
具
合
に
断
片
的
に
様
々
な
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る
。

一
番
古
い
断
片
の
一
つ
で
あ

る
、
初
め
て
演
習
林
へ
行
っ
た

時
の
こ
と
を
綴
っ
て
み
よ
う
。

入
学
し
て
ま
も
な
く
、
担
任

の
北
岸
先
生
の
お
世
話
で
親
睦

を
目
的
と
し
て
演
習
林
に
連
れ

っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
だ
ク
ラ

ス
の
人
達
の
名
前
も
顔
も
は
っ

き
り
と
し
な
い
六
月
の
こ
と
だ

っ
た
。
宿
舎
に
つ
い
て
食
事
を

す
ま
せ
、
入
浴
と
い
う
こ
と
で

ま
ず
私
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
、
用
意
を
し
て
浴
槽
の
ふ

た
を
と
る
と
、
な
ん
と
ま
あ
、

げ
す
が
浮
い
て
い
る
。
広
い
浴

槽
に
二
田
に
浮
い
た
げ
す
。
私

一
人
が
上
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
で

と
て
も
沈
み
そ
う
に
な
い
。
あ

き
ら
め
て
そ
の
ま
ま
引
返
し
、

「
お
先
に
」
と
す
ま
し
た
顔
で

挨
拶
を
し
た
覚
え
が
あ
る
。
私

の
次
に
入
浴
し
た
人
は
ど
う
し

た
の
だ
ろ
う
と
長
い
間
気
に

な
っ
て
い
た
が
、
終
に
だ
れ
に

も
開
か
ず
に
卒
業
し
て
し
ま
っ

た。

そ
の
夜
は
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
演
習
林
の
地
形
、
動
植
物
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
翌
日

は
演
習
林
を
歩
き
回
る
予
定
だ

っ
た
が
、
あ
い
に
く
と
雨
で
中

止
と
な
っ
た
。
部
屋
の
中
で
く

す
ぶ
っ
て
い
る
と
、
宿
舎
に
先

生
が
ま
む
し
を
ブ
ラ
ー
ン
と
ぶ

ら
さ
げ
て
来
ら
れ
、
今
か
ら
ま

む
し
の
皮
を
は
ぐ
と
こ
ろ
を
見

せ
て
あ
げ
る
と
お
っ
し
ゃ
る
。

皮
を
は
ぐ
場
面
も
壮
烈
だ
っ
た

が
、
愉
快
だ
っ
た
の
は
先
生
の

説
明
で
、
「
ま
む
し
は
非
常
に

お
い
し
い
の
で
し
て
蒲
焼
に
い

た
し
ま
す
と
何
と
も
い
え
ま
せ

ん
。
骨
は
乾
燥
し
て
粉
に
し
て

飲
み
ま
す
と
体
に
よ
ろ
し
い
。
」

と
、
皮
を
は
ぐ
作
業
を
し
な
が

ら
実
に
お
い
し
そ
う
な
表
情
を

し
て
お
ら
れ
た
。
道
路
に
紐
が

落
ち
て
い
て
も
避
け
て
通
る
私

に
こ
の
話
は
強
す
ぎ
た
。
あ
れ

以
来
ど
う
も
積
極
的
に
う
な
ぎ

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

演
習
林
に
は
こ
ん
な
愉
快
な

思
い
出
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の

後
も
う
一
度
行
く
機
会
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な

こ
と
に
は
三
峰
に
は
登
ら
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
三
峰
に
登
っ
て
し

こ
れ
ま
で
は
日
曜
日
と
も
な

る
と
、
大
学
前
の
二
十
三
号
線

は
車
の
数
珠
つ
な
ぎ
と
な
っ
た

が
、
最
近
は
随
分
整
備
さ
れ
て

ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

名
古
屋
か
ら
は
名
四
国
道
と

二
十
三
号
線
を
経
て
津
に
至
る

が
、
関
西
方
面
か
ら
は
名
陵
を

経
て
、
最
近
出
来
た
近
畿
自
動

車
道
が
快
適
で
あ
る
。
津
を
す

ぎ
て
松
阪
近
く
に
か
ゝ
る
と
、

新
設
の
南
勢
バ
イ
パ
ス
が
あ
り

ま
っ
す
ぐ
に
内
宮
ま
で
運
ん
で

く
れ
る
。
そ
こ
か
ら
賢
島
ま
で

は
伊
勢
道
路
が
近
く
て
便
利
で

あ
る
が
、
朝
熊
山
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
か
ら
志
摩
半
島
を
眺
望
し
、

さ
ら
に
、
鳥
羽
か
ら
パ
ー
ル
ロ

ー
ド
の
リ
ア
ス
式
海
崇
を
今
浦

国
崎
、
相
差
、
的
矢
を
経
て
行

く
コ
ー
ス
も
変
化
が
あ
っ
て
お

も
し
ろ
い
。

伊
勢
周
辺
で
は
、
松
阪
か
ら

紀
伊
長
島
に
抜
け
る
四
十
二
号

線
は
す
ぼ
ら
し
い
。
山
間
の
道

路
で
は
あ
る
が
車
は
少
な
い
た
ー

め
走
り
易
く
、
大
台
山
系
の
塑

林
の
緑
と
渓
谷
美
は
県
下
一
と

言
え
る
。
途
中
、
三
瀬
谷
近
く

の
皇
大
神
宮
の
滝
原
宮
は
、
内

宮
と
違
っ
て
神
々
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
静
け
さ
を
保
っ
て
い

る
。
そ
の
他
の
コ
ー
ス
で
は
赤

目
・
青
山
方
面
。
演
習
林
の
あ

る
美
杉
方
面
な
ど
も
ダ
ム
の

あ
る
美
し
い
山
間
コ
ー
ス
で
あ

る。

以
上
、
簡
単
な
紹
介
を
し
ま

し
た
が
、
来
年
は
ド
ラ
イ
ブ
を

兼
ね
て
総
会
に
出
席
さ
れ
て
は

い
か
が
で
す
か
。

S

　

生

伊
勢
路


